
　

徳
島
は
発
心
の
道
場
。
発
心
と
は

思
い
立
つ
こ
と
で
す
。
鳴
門
市
の
第

一
番
札
所
近
く
、
懐
か
し
い
里
山
の

風
景
か
ら
旅
路
が
始
ま
り
ま
す
。
第

十
番
札
所
ま
で
テ
ン
ポ
よ
く
続
き
ま

す
が
、
吉
野
川
を
越
え
る
と
や
が
て

お
遍
路
さ
ん
の
第
一
関
門
、
厳
し
い

山
道
を
歩
む
「
遍
路
こ
ろ
が
し
」
が
。

さ
ら
に
二
十
番
鶴
林
寺
か
ら
二
十
一

番
太
龍
寺
で
は
、
上
り
下
り
が
待
っ

て
い
ま
す
。
徳
島
最
終
札
所
の
薬
王

寺
を
過
ぎ
た
ら
、
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵

場
所
で
有
名
な
日
和
佐
の
海
岸
を
眺

め
、
高
知
へ
と
向
か
い
ま
す
。

霊
りょう

山
ぜん

寺
じ

一番さんと親しまれ、幻想的な釣
灯篭＊が有名。仁王門をくぐった
ら、お遍路の旅のはじまりです。
＊天井に吊られた灯篭のこと。

最初に訪れる札所です

徳
島

発ほ
っ

心し
ん

の
道
場

約
１,
０
０
０
キ
ロ
を
超
え
る

               

祈
り
の
旅

札
所
は
八
十
八
ヶ
所

表紙クイズ

其の壱
答え

正解は③
「同行二人」という言葉は、お遍路さ
んの菅笠や白衣などに書いてあるこ
とが多く、弘法大師がそばにいて見
守ってくれることを意味しています。

阿
波
の
国

第1番

焼
しょう

山
さん

寺
じ

古くから修験道の修業地として名
高い標高９３８mの山岳寺院。四国
霊場の中では2番目の高さにあり、
四国山脈の景色を眺められます。

第12番

2023.39

　

八
十
八
ヶ
所
の
お
寺
を
巡
る
四
国

遍
路
は
、
千
キ
ロ
を
超
え
る
長
い
長

い
旅
路
。
世
界
に
は
「
往
復
型
」
の

聖
地
巡
礼
も
あ
り
ま
す
が
、
四
国
を

ぐ
る
り
と
周
る
回
遊
型
の
巡
礼
コ
ー

ス
は
珍
し
い
の
だ
そ
う
。
の
ど
か
な

田
園
地
帯
、険
し
い
山
道
や
長
い
石
段
、

波
の
静
か
な
海
辺
や
最
果
て
の
岬
を

お
遍
路
さ
ん
が
歩
み
ゆ
く
景
色
は
、

四
国
の
原
風
景
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

札
所
を
巡
る
順
序
は
自
由
。
参
拝

す
る
こ
と
を
〝
打
つ
〞
と
い
い
、
徳

島
か
ら
番
号
順
に
時
計
回
り
に
巡
る

順
打
ち
、
逆
に
巡
る
逆
打
ち
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
八
十
八
ヶ
所
を
一
度
の

遍
路
で
巡
り
き
る
こ
と
を
通
し
打
ち

と
い
い
、
歩
き
で
は
45
日
前
後
、
自

家
用
車
で
は
10
日
〜
2
週
間
ほ
ど
必

要
と
す
る
の
だ
そ
う
。
す
べ
て
の
札

所
巡
拝
の
完
了
を
結け

ち

願が
ん

と
呼
び
、
最

後
に
金
剛
杖
と
菅
笠
を
奉
納
し
ま
す
。

世
界
的
に
も
類
を
見
な
い

回
遊
型
巡
礼
路

趣
と
自
然
に
心
癒
や
さ
れ
る

さ
ま
ざ
ま
な
思
い
を
持
っ
た
人
々
が
、

こ
の
地
を
訪
ね
歩
み
ゆ
く
四
国
遍
路
。こ
れ
か
ら
先
、

と
て
も
で
は
な
い
が
果
て
し
な
い
距
離
を

歩
け
な
い
と
い
う
方
も
、少
し
の
時
間
、

思
い
を
馳
せ
て
み
ま
せ
ん
か
。弘
法
大
師
と

同
行
二
人
の
旅
は
、阿
波
の
国
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

お
遍
路
で
巡
る

旅

四
国
の

梵字が書かれたほうを前にし
てかぶる。夏には日よけにも。

菅笠 【すげがさ】
お遍路さんの伝
統的な服装。

白衣 【びゃくえ】

お坊さんの法衣を簡素化した
もの。礼拝の正装とされる。

輪袈裟 【わげさ】
経本、納札、ロウソク、線香な
どを入れておく。

山谷袋 【さんやぶくろ】

お遍路さんを導く弘法大師の
化身と考えられている。

金剛杖 【こんごうづえ】
古くは獣除けとして使われていたそう。持鈴の音
はお参りするものの煩悩を払い、清めてくれる。

持鈴 【じれい】

＼図解
！／

納札 【おさめふだ】
本堂、大師堂の2ヶ所の納め箱
に1枚ずつ納める。お遍路の回
数によって札の色が変わる。

納経帳 【のうきょうちょう】
お参りのあとに納経帳で朱
印と墨書をいただく。

ロウソク、線香
本堂、大師堂ごとに、ロウソ
ク1本、線香3本が必要。

経本 【きょうほん】
般若心経など、お参りに必
要なお経が載っている。四
国霊場用のものを用意。

参拝必須アイテム

お遍路の装 い

"お遍路の旅″をしてみたいです！
K・Tさま（埼玉県・70代）

四国・お遍路 読者の声
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愛
媛

銅板葺き屋根の本堂が堂々たる構え。昭和５９年に再
建された大師堂も総檜造り。納経所前には愛媛県で
もっとも古い芭蕉の句碑がある。ここ近くの別格霊場
「十夜ケ橋」は、弘法大師が橋の下で一夜を過ごし、
一晩が十日のように感じたと歌に詠んだ霊跡。橋の上
で杖をつかない遍路のしきたりはここから来ています。

開湯約３０００年の歴史を誇る日本
最古の名湯。『日本書紀』にも登場
しています。国の重要文化財でもあ
る本館は、趣たっぷりです。

道後温泉本館

　

煩
悩
を
断
ち
切
り
、
悟
り
に
目

覚
め
る
「
菩
提
の
道
場
」。
そ
の

距
離
は
高
知
に
次
ぐ
も
の
の
、
札

所
は
四
県
で
最
も
多
い
二
十
六
ヶ

寺
。
豊
後
水
道
や
穏
や
か
な
瀬
戸

内
海
を
眺
め
、
横
峰
寺
で
は
山
歩

き
…
…
と
、
海
あ
り
山
あ
り
平
地

あ
り
の
変
化
に
富
ん
だ
道
の
り
。

徳
島
の
山
や
峠
、
高
知
の
長
距
離

を
乗
り
越
え
、
歩
き
通
す
力
が
試

さ
れ
る
道
場
と
も
い
え
そ
う
で
す
。

道
後
温
泉
に
辿
り
着
く
こ
ろ
に
は
、

遍
路
道
全
体
の
約
３
分
の
２
を
終

え
る
の
で
骨
休
め
を
す
る
お
遍
路

さ
ん
も
。

道中イチオシスポット

菩ぼ

提だ
い

の
道
場

伊
予
の
国

大
だい

寶
ほう

寺
じ

第44番

参道には名物の焼餅が店を連ね、近隣には道後
温泉がある石手寺。本堂・三重塔など大半が国
の重要文化財。国宝の二王門には「大草履」が
あり、四年に一度は掛けかえられているそう。

石
いし

手
て

寺
じ

第51番

西日本最高峰にして山岳霊場
の聖地である石鎚山の、北側中
腹に建つ横峰寺。境内から580
ｍほどの場所には弘法大師が
星供養を修法したという星ケ森
があります。厳しい山岳環境の
中にありながら、春にはシャクナ
ゲの花が咲き、凛とした空気とと
もにある理想郷のようなスポット
としても知られます。

横
よこ

峰
みね

寺
じ

第60番

四国・お遍路 読者の声

四国はまだ行った事がありませんが、
若い頃から「道後温泉」に行きたいと
思っていました。趣のある建物をみたい
です。ゆっくり歩きたいと思っています。

横尾さま（熊本県・70代）

五台山の山頂付近に位置する
竹林寺。緑が美しく、春は桜、秋
は紅葉の名所です。「文殊堂」
と呼ばれる本堂は国の重要文
化財に選ばれています。

竹
ちく

林
りん

寺
じ

第31番

　

徳
島
の
最
終
札
所
か
ら
高
知
最

初
の
札
所
、
室
戸
岬
に
建
つ
最
御

崎
寺
ま
で
は
約
75
キ
ロ
。
高
知
の

札
所
は
わ
ず
か
十
六
ヶ
寺
な
が
ら

札
所
間
の
距
離
が
長
い
の
が
「
修

行
の
道
場
」
た
る
ゆ
え
ん
で
し
ょ

う
。
特
に
第
三
十
七
番
岩
本
寺
か

ら
、
足
摺
岬
の
第
三
十
八
番
金
剛

福
寺
へ
向
か
う
道
は
、
す
べ
て
歩

き
通
せ
ば
３
日
は
か
か
る
道
の
り

だ
そ
う
で
す
。
山
深
い
峠
道
は
ほ

と
ん
ど
な
い
代
わ
り
に
太
平
洋
に

面
す
る
道
を
ひ
た
す
ら
歩
き
、
体

力
を
い
か
に
保
つ
か
思
案
す
る
と

こ
ろ
。
精
神
力
も
養
わ
れ
る
の
だ

そ
う
で
す
。

高
知

札所の手前にある御
み く ろ ど
厨人窟は、19歳の弘

法大師が修行した洞窟があり、この洞窟か
ら外を眺めると空と海が広がり、「空海」と
いう名の由来になったそうです。

にんにくや生姜、ねぎなどたっぷ
りの薬味とポン酢などで味わい
ます。高知では全域で１年を通
して食べられますが、３～４月はあっさりとした初かつお
が、９～１０月は脂ののった戻りかつおが旬です。

かつおのたたき

高知グルメ

四国最南端の岬で、黒潮本流が直接ぶつかる
全国でも唯一の場所です。展望台があり、視界
は270度。東は足摺岬から西は叶崎までの海岸
美が一望できます。彼方にのぞむ水平線がアー
チ状に見え、地球が丸いことが実感できます。

足摺岬（あしずりみさき）

道中イチオシスポット

修
行
の
道
場

土
佐
の
国

最
ほつ

御
み

崎
さき

寺
じ

第24番

岬全体が境内という１２万㎡の広大な敷地を持つ大
寺院。四国最南端、足摺岬の突端に建つこの寺を歩
き遍路で目指すと約８０キロになるという。札所間の
距離としては四国最長で、１キロあまり続く砂浜が遍
路道という大岐海岸なども魅力です。

金
こん

剛
ごう

福
ふく

寺
じ

第38番

四国・お遍路 読者の声

地区の知人・友人で観光バス１台貸
切りでワイワイ、バスの中は楽しく旅
気分で行きました。お寺へのお参りを
して細かく全ては覚えていませんが、
お参り出来たと言う達成感はありま
す。行く先々でのお店の接待もうれし
かったのを覚えています。

S・Mさま（和歌山県・80代）
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